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主な活動内容

代表者

設　立

人　数

ほのぼの運動からの寄附期間

ほのぼの運動協議会へ寄附以外で期待すること

会員企業や鯛焼き店舗へ期待すること

ほのぼの運動協議会へのメッセージ

継続的支援先のご紹介

　　　　　　特定非営利活動法人 勇気の翼インクルージョン
〒108-0071 東京都港区白金台 5-22-11 ソフトタウン白金302　TEL 03-6432-0107

e-mail info@yuukinotsubasa.com　web www.yuukinotsubasa.com　facebook www.facebook.com/yuukinotsubasa

理事長　細川佳代子
2009 年 6 月１日
４名

障がいのある方たちが主役のフ
ァッションショーやアート・音楽・ダンスなどの
パフォーマンスを通じて、障がいなどの違いに関
わらず、一人ひとりのありのままが素晴らしいと
発信をしています。 ●イベント会場、ステージなどのご観覧

●ボランティアとしてのご協力　など

ほのぼの運動協議会様より、毎年継続したご寄付をいただいておりますこと、この場をお借りして厚く
御礼申し上げます。
たくさんの方に「障がいの有無に関わらず、一人ひとりのありのままが素晴らしいこと、生まれてきた
命がかけがえのない大切なものであること」を発信したいと、年間いくつもイベントを開催しておりま
す状況では、こういった継続したご支援が何よりありがたく、活動計画の根幹となっております。
皆さまのお心のこもったご支援を最大限に活用し、社会に発信を続けてまいりたいと存じます。
今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう 心よりお願い申し上げます。

●イベント開催時の鯛焼きなどのご協賛（差し入れ）
●障がいのある子どもたちのお仕事体験の受け入れ　　
など

　　　　　　　　　　2012 年～７年目
（2010 年に単発で１回）

クリスマスナイトせたがやインクルージョン

inclusionFES TAP

ＢＢＱ交流

せたがやインクルージョン

inclusionFES きさらぎ

inclusionFES

ほのぼの運動協議会が継続的に寄附させていただいている団体の
一部をご紹介いたします。
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主な活動内容

代表者

主な行事

設　立

人　数

ほのぼの運動からの寄附期間

ほのぼの運動協議会へ寄附以外で期待すること

ほのぼの運動協議会へのメッセージ

会員企業や鯛焼き店舗へ期待すること

part1

特定非営利活動法人 チャイルドライン支援センター
〒162-0808 東京都新宿区天神町 14　神楽坂藤井ビル 5 階　TEL 03-5946-8500

e-mail info@childline.or.jp　web https://childline.or.jp/　facebook www.facebook.com/childlinejapan

代表理事　松江比佐子
代表理事　梅澤元彦
1999 年 1 月 14 日
個人正会員 41名、団体正会員72名

役員：理事 10 名　監事 2 名　事務局 4 名
ボランティア 2,000 人

子どもから毎年約 20 万件の電
話やチャット相談を受け、話を聴き、寄り添い、親、
友だち、先生に言えない悩みを子どもたちから受
けとめています。子どもたちはちょっとしたこと、
真剣な悩み、消えてしまいたい、だれかとつなが
っていたい、などいろんな想いで電話やチャット
をかけてきます。
相談を受けるのは全国 70 の拠点、2000 人のボラ
ンティアです。ボランティアは、研修を重ね、子
どものことを学びながら電話を傾聴しています。
チャイルドラインが受けとめた子どもの想い、状
況はデータにまとめ子どもの生きやすい社会をめ
ざし、発信し、さまざまな働きかけをしています。

　　　　2009 年から 10 年目
●フリーダイヤル事業（通年）

●オンラインチャット相談事業（毎週木曜日・隔週
金曜日・春夏秋冬各 1 週間の連続受信）
●毎月ボランティアサロンを開催（不定期）してい
ます。一般の方にチャイルドラインについてご説明
させていただき、子どもへの広報としてチャイルド
ラインのカード発送作業をしていただきます。

チャイルドラインでは傾聴ということの大切さ、心
の居場所（よりどころ）の大切さを社会にお伝えし
ています。店舗は、お客様の心のよりどころとして
地域で存在していると思います。子どもたちの心に
寄り添うお店であっていただけたらと思います。

子どもたちへのチャイルドライン周知のためのポス
ター掲示

毎年ご支援いただき心から感謝しております。「チャイルドラインに電話をしてよかった」と一人でも
多くの子どもが前向きに歩き出せるように、少しでも子どもの生きやすい社会になるように、これから
も引き続きチャイルドラインへの応援よろしくお願いいたします。



主な活動内容

関連機関

代表者

設　立

人　数

主な行事

会員企業や鯛焼き店舗へ期待すること
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ほのぼの運動協議会へのメッセージ

特定非営利活動法人 東京シューレ
〒114-0021 東京都北区岸町 1-9-19　コーエイビル　TEL 03-5993-3135

e-mail info@shure.or.jp　web https://www.shure.or.jp

理事長　奥地圭子
1985 年 6 月 24 日

379名（NPO会員、支援会員、賛助会員）
フリースクール等の生徒・学生　約 400 名

不登校の子どもの支援・フリースクール運営

学校法人東京シューレ学園　東京シューレ葛飾中学校
札幌自由が丘学園三和高等学校
NPO 法人フリースクール全国ネットワーク
NPO 法人登校拒否・不登校を考える全国ネットワーク
登校拒否を考える会
葛飾不登校の子どもを持つ親・保護者の会
不登校を考える親の会・大田
流山 不登校を考える会

フリースクールフェスティバル（11 月）
シューレ大学国際映画祭（8 月）
公開講座（絵の講座など、月 1 回）

職場体験に伺わせていただいております。引き続き
の受け入れをよろしくお願いいたします。会員企業
様への職場体験や工場見学などの機会もいただける
とありがたいと思っております。（ブルドックソース
様にはいつもご相談させていただいております）

理事長、会長はじめスタッフの皆様方の熱い思いに心打たれます。製品・商品へのこだわりや自負は、
私たち NPO も同じですが、見習うところであるといつも感じ入っております。
私どもの活動報告の機会をいただけていること、また貴協議会会員企業事業所の社員の皆さまが成長さ
れていかれているご様子を毎年拝見する機会をいただけていることを、ありがたく思っております。

継続的支援先のご紹介 ほのぼの運動協議会が継続的に寄附させていただいている団体の
一部をご紹介いたします。



設　立

人　数

主な活動内容

主な行事

ほのぼの運動協議会へ寄附以外で期待すること

会員企業や鯛焼き店舗へ期待すること代表者

ほのぼの News Letter　　　10　　　honobono-undo.org ほのぼの News Letter　　　11　　　honobono-undo.org

ほのぼの運動協議会へのメッセージ

　　　　特定非営利活動法人 日本子育てアドバイザー協会
〒150-0041 東京都渋谷区神南 1-13-8,610　TEL 03-6415-8272
e-mail info@kosodate.gr.jp　web http://www.kosodate@gr.jp/　

facebook whttps://www.facebook.com/Npo 法人日本子育てアドバイザー協会 -621206254562918/

理事長　花堂靖仁
2002 年 4 月 1 日

（任意団体発足 1999 年 4 月 1 日）
理事 3 人、監事１人、正会員 12 人　

賛助会員 2 社、協力会員 626 人

● ｢子育てアドバイザー人材養成講座｣ ー子育て
に不安や悩みを抱えている親の相談役を養成
● ｢子育てアドバイザー活動支援事業｣ ー講座修
了した人の社会参加できる場の提供
● ｢講師派遣事業｣ ー子どもの人権講演会 ｢子育
て相談会｣ 個別相談およびグループ相談会等

2019 年の子育てアドバイザー養成講座開講日程
5 月期・9 月期・1 月期　
●主な内容（育てづらい子、グレイゾーンの子を
もつ親への対応。子育て相談における支援者の役
割と援助技術。アドバイザーが伝える母と子のつ
ながり等）

●子育てアドバイザーの「鯛焼きボランティア」出
張の受け入れ態勢
●子育てアドバイザーの子育て相談会ができる店舗
募集
●子育て中の家族や企業へ鯛焼きデリバリーサービス
●中高年層の働き方改革　鯛焼き職人講座教室の開
講・お誕生日ケーキのような鯛焼き

子育て相談が身近で出来る場の提供をお願い致しま
す。
また、弊協会は日本全国 2600 人余りの子育てアド
バイザーは優良商品を選定し、子育てにやさしい商
品を提供する企業にマークを進呈する運動を薦めて
いく準備をしています。後押しをお願い致します。

継続的ご支援を頂きまして、大変ありがとうございます。
ご支援のお陰で弊協会の目指す活動が少しずつでも進めていくことができます。感謝申し上げます。

part1

パパの育児参加を考える

はぐくみ講座　親子の発達を考える会

ねんねの会　赤ちゃんとのスキンシップの会

子育てアドバイザー養成講座　渋谷校
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ほのぼの News Letter　No.12
発 行  日：2019 年 3 月 15 日

発　　行：一般社団法人ほのぼの運動協議会

編集制作：ほのぼの運動協議会　事務局

　　　　　〒 150-0022

　　　　　東京都渋谷区恵比寿南 1-15-1

　　　　　 A-PLACE 恵比寿南２Ｆ

　　　　　TEL:03-5722-1070

　　　　　FAX:03-5722-7396

問い合わせ：jimukyoku@honobono-undo.org

第 6 回 忘れな草プロジェクト ～笑顔の絆をつなごう～　始動
2019 年開催の第６回忘れな草プロジェクトが動きはじめました。今回は新たにふたば未来学園高校が
参加してくださいます。東京での配布スケジュールは以下のとおりです。
● 3 月９日（土）　巣鴨地蔵通り商店街入り口　眞性寺境内　会津農林高校
● 3 月 10 日（日）　巣鴨地蔵通り商店街入り口　眞性寺境内　ふたば未来学園高校
● 3 月 16 日（土）　代々木第一公園「アイラブアイルランド・フェスティバル」　磐城農業高校
● 3 月 17 日（日）　代々木第一公園「アイラブアイルランド・フェスティバル」　岩瀬農業高校
巣鴨では、午前 11 時から午後 3 時まで、代々木公園では午前 10 時から午後 5 時までの開催です（ただ
し、ワスレナグサの鉢がなくなり次第終了とさせていただきます）。みなさんのご参加をお待ちしてお
ります！（写真はふたば未来学園高校での育成の様子です）

2018 年10月25日（木）に、ジェーシー・コムサ主催のチャリティゴルフコンペ「ほのぼの杯」が行われました。
当協議会設立当初から開催されているこのコンペは 13 回目を迎え、参加費などが当協議会に寄附されます。
寄付金の総額は下図の通りです。

チャリティゴルフコンペ「ほのぼの杯」開催

参加費　 　  282,000 円
不参加  　　　44,720 円
ペナルティ　206,000 円

総合計　      532,720 円

もう春ですね。寒の戻りはあるものの、お店の外のライトをつける
時間も 4 時から 5 時に変わりました。
ところでみなさまはインフルエンザは妨げましたか？　実はわたく
し不覚にも……。大丈夫と高をくくっていたら 39 度超の発熱に襲
われ身体中がしびれました。主治医いわく「インフルエンザは全
身病といって命を落とすこともある病気。甘く見ちゃだめ。しかも
流行りはじめはインフルも弱いが時間が経つとだんだん強くなっ
てくるから、春に向かう季節には抵抗力が強い人でもインフルに
かかりやすくなる」とのこと。
まわりのスタッフはもとより、お客様のためにもインフルエンザの
予防接種は受けたほうがいいと痛感した出来事でした。

事務局長　作間由美子　 


